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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向
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≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で小幅に下落しました。
前週末に2営業日で900円超上昇していたことから利益確定の売りもあり、
週初は3営業日ぶりに小幅に下落しました。その後は、米長期金利の上昇がや
や一服したことや、国内の新型コロナウイルス新規感染者数の減少を受け、
経済活動の正常化が一段と進むとの期待などから2日連続で上昇しました。週
末にかけては、原油価格の上昇などを背景に米長期金利が再び上昇したこと
や、月末の衆院選で与党・自民党が議席数を減らす可能性があるとの報道か
ら、国内の政治をめぐる不透明感が強まり、売りが優勢となりました。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で上昇しました。
7－9月期の決算発表が本格化する中、好業績が期待される銘柄を中心に買
われました。一方、米長期金利が上昇する局面では、相対的に割高感が意
識されやすいハイテク株やグロース（成長）株が売られたことから、上値
は限られました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で横ばいとなりました。
原油高などを背景とした世界的なインフレ加速懸念が早期の利上げを後押し
するとの見方から、米国や欧州で金利の先高観が根強く、国内金利も上昇基
調となりました。一方、日経平均株価が下落する場面では、相対的に安全資
産とされる債券は買われ（利回りは低下）、週間では横ばいとなりました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円高米ドル安となりました。
米国の金融政策の正常化が早まるとの見方や原油高を背景に米長期金利が上
昇し、日米の金利差拡大を意識した円売り米ドル買いが優勢となりました。前
週より、急ピッチで円安米ドル高が進んでいたことから、週末にかけて円を買
い戻す動きもあり、週間では円高米ドル安となりました。
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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先週の国内株式市場は、衆院選を控え国内政治をめぐる不透明感などから
週末にかけて売りが優勢となりました。米国株式市場は、好業績銘柄を中
心に買われたものの、金利上昇が重荷となり上値の重い展開となりました。
多額の負債を抱える中国の不動産大手・中国恒大集団は、23日が猶予期限
となる米ドル債の利息の支払いを実施しました。資金を調達するため、資
産の切り売りを進めているものの、同社の資金繰りは依然厳しく、デフォ
ルト（債務不履行）の回避は不可避との見方もあることから、今後の金融
市場への影響が懸念されます。
今週は米大手企業の決算発表を控えており、好業績への期待から買われる
展開となりそうです。しかし米長期金利は上昇基調にあり、引き続き割高
感が意識されやすいハイテク株やグロース株などを中心に売られることが
予想され、上値を抑えることとなりそうです。一方、国内株式市場は、月
末に衆院選を控え様子見ムードが高まる中、動きにくい展開が予想されま
すが、米長期金利の動向によっては、大きく上下に振れる可能性もありそ
うです。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号

＜設定・運用＞

【当資料に関する留意点】

• 当資料は、市場環境に関する情報の提供を目的として、ニッセイアセットマネジメントが作成したものであり、特定の有価証券等の勧誘を目的と
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• 当資料に投資信託のグラフ・数値等が記載される場合、それらはあくまでも過去の実績またはシミュレーションであり、将来の投資収益を示唆あ
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• 投資信託は投資する有価証券の価格の変動等により損失を生じるおそれがあります。
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